
 
夏休み作品展について 

教務副主任 村松 静香 

本校では、毎年、夏休み明けに「夏休み作品展」を行っています。私が東町小学校に着任
した当時は、児童数も今より少なく教室前の展示だけで事足りていましたが、児童数が増え
たことで作品も多くなり、近年は、教室前と体育館を使って展示しています。夏休み作品展
期間中は、各教室前や体育館がミニ展覧会のような雰囲気になります。 

 毎年、どの学年の児童も工夫を凝らした作品を完成させてきます。工作、調理の様子をま
とめたもの、旅行記、自分でテーマを決めて調べてまとめたものなど、様々な作品が展示さ

れます。 

 夏休み作品展を児童と一緒に見に行くと、それぞれ興味のある作品を友達と一緒に楽しみ
ながら見るいい時間となります。この期間は、保護者の方の見学も可能です。毎年、ある自
由研究の宿題で、児童と共に今年の作品を何にしようかと悩まれている方も多いと思います。
作品展をご覧いただくことで、どんな作品があるのか、上学年になるとどんな作品を作って
いるのかなど、これからのヒントも見付かるかもしれません。ぜひご参観ください。 

 

 ◆期間：９月１日（火）～９月４日（金） ９：００～１６：００ 

     ９月 ５日（土） ８：３０～１１：００ 

 ◆場所：各教室前廊下・体育館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２学期以降の学習について 
校長 羽田野庸史 

 
 今年度は、新しい学習指導要領の完全実施の年でした。「主体的・対話的で深い学び」の実
現に向けた授業改善を通して、明確化された育成を目指す資質・能力（・生きて働く「知識・
技能」 ・未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」 ・学びを人生や社会
に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」）を育むことを基本方針としていました。 
 しかし、新型コロナウイルス感染防止による４・５月の臨時休校、６月の分散登校で、そ
の基本的な考え方についてはあまり語られなくなり、臨時休校でできなかった学習内容や不
足した授業時数をどうするのかという点に注目が集まってしまった観があります。 
 ２学期以降の学習も、1学期同様、学習内容については、当該学年の学習内容を次年度に持
ち越すことなく、年度末までにすべて（※体育の水泳学習を除く）終わらすことを基本とし
ます。しかし、授業時数が減ってしまったのは避けられない事実であり、減ってしまった授
業時数の中で、決められた学習内容をすべて終わらすためには、年間指導計画を見直して、
学習内容に軽重をつけたり、縮減を図ったりする必要があります。すでに、２～６年生につ
いては、昨年度３月の臨時休校のため、未履修だった内容については、１学期中にすべて終
えております。コロナ禍以前の予定では、１学期に学習予定だった学習内容のうち、各教科

１～２単元、２学期に回して学習を進めます。 
一方で、新しい学習指導要領の基本的な考え方を具現化するために、授業では、思考力や

判断力、表現力を育てる時間を大切にしていきます。その分、漢字練習や計算練習といった
習熟が必要なものは、日々の宿題として授業時数を調整しますので、各ご家庭でも見ていた
だき、必要に応じてアドバイスをお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪学年の窓≫    すくすく育っています！ 
２年１組担任 岡島 黎於 

２年２組担任 野島 美砂 

２年３組担任 吉村 知紗 

福島 哲郎 

  

生活科の学習で育てていたキュウリやナスが、実を付けました。今年は、気温が高く雨も

多いからか、すくすくと育ち、大きな実がたくさんできました。野菜が植えてあるところを

普段なかなか見られない子供たちは、「キュウリってこんな高いところにまで実を付けるん

だ！」「ナスの実は触るとつるつるしているよ！」と、興奮しながら観察をしていました。獲

れた野菜を担任が調理して、給食の時間にみんなで食べました。自分たちで育てた野菜の味

は格別だったようです。一人一鉢ずつ育てているミニトマトもよく育っていたので、夏休み

にはたくさんの実を付けて、それぞれのご家庭で楽しめたのではないかと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
また、この学年の子供たちは、休み時間になるとクラス関係なく、鬼ごっこがしたい子供

は鬼ごっこに、ドッジボールがしたい子はドッジボールに集まるなど、２年生みんなで和気
あいあいと一緒に遊んでいます。これからも、学年全体で協力し、助け合いながら、一緒に
すくすくと成長していってほしいと願っています。 
 

  

ESC（English Support Course）の学習について 
EST 箕輪 由美子 

 

現在、22 ヶ国 41 名の児童が ESC(English Support Course)で学んでいます。ESC の児童は、

算数と国語の時間に別室で EST(English Support Teacher)と一緒に学習し、その他の教科は

EST が通訳をしながら教室でクラスメイトと一緒に学んでいます。 

算数では、英訳された教科書を使って日本の学習指導要領に従い学習し、国語の時間には、

英語と日本語を学習します。英語の授業では、英語圏における学年相応の英語力を保つため、

または習得するために、日本の「国語」に似た内容を学習します。日本語の授業では、「ひ

らがなの読み書き」や「挨拶」から学習をスタートし、学校生活や日常生活に必要な語彙や

表現を学びます。また、それぞれの日本語レベルに応じて、自分の考えや意見を述べるなど

の「話す・書く」の学習や、話や本などから必要な情報を得るための「聞く・読む」の学習

を通して、日本語で発表したり、担任やクラスメイトの話を理解したりすることができるよ

うに練習をしています。 

 

本校は、これからのグローバル社会を生き抜くために必要な心や 

態度を誰でも養うことができる国際理解教育に恵まれた環境です。 

全ての児童が、自分自身や自国の文化に誇りを持ち、他者や異なる 

文化を理解し受け入れ、互いに認め合うことができるようになって 

欲しいと願っています。 

 


